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【表紙内容】

10月１日（水）午後４時50分か

ら放送開始の「かちかちワイド」

に基山小学校６年生のみんなが

生出演してくれました。

武雄市とのご当地自慢バトルで

見事勝利し、１時間の生放送は

大いに盛り上がりました。当日

出演に来ていただいた方、本当

にありがとうございました。

基肄城跡にＱＲコードによる案内板を設置しました ３

子ども・子育て支援新制度がはじまります!!! ４〜７

中央公園の利用制限について ９
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ヘルスメイトの食育だより③

教育委員会では、来年に築造1350年という節目を迎える特別史跡基肄城跡について、多くの方々に

さらに知っていただくために、基肄城水門（南門）跡と基
き

山
ざん

山頂北側の避難所に、QRコードによる案

内板を設置しました。

QRコードを読取機能付きの携帯電話やスマートフォンで読み取ると、基山町のホームページにアク

セスすることができ、水門（南門）跡と基
き

山
ざん

山頂に関する位置や情報などを見ることができます。

この秋、基肄城（基
き

山
ざん

）を散策する際には、QRコードを見つけて、ぜひ利用してみてください。

▷情報習得の際には、パケット通信料がかかります。

▷写真の「○」で囲っているところが設置した箇所です。

※問合せ先 教育学習課 ふるさと歴史・文化係

電話９２―２２００

避難所 水門(南門)跡

基肄城跡にQRコードによる案内板を設置しました

【QRコード】 【QRコード】
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平成27年４月、本格スタート

子ども・子育て支援新制度がはじまります!!!
●子ども・子育て支援新制度について

平成24年８月に子ども・子育て関連３法案が成立し、新たに「子ども・子育て支援新制度」が平成

27年度から本格的に施行される予定です。

新制度では、幼児期の学校教育、保育、地域を総合的に推進する仕組みとなります。

●幼児期の教育・保育を「個人への給付」として保障します。

子ども・子育て支援新制度とは、子どもが健やかに成長できる社会を目指し、乳幼児期の教育・保

育の総合的な提供や待機児童対策の推進、地域での子育て支援の充実を図るものです。幼児教育や

保育施設に町から給付を行うことで、幼児期の質の高い教育・保育を「個人への給付」として保障し

ます。

子ども・子育て支援新制度について

＜具体的な取組みを進めていこうとしています＞

１．地域の状況に応じた子育て支援

地域の状況に応じた「小規模保育」や「保育ママ（家庭的保育）」の事業を活用するなどして、保

育・子育て支援を提供できるようにします。

２．｢認定こども園」の普及

幼児期の質の高い教育・保育を総合的に提供できる仕組みづくりのため、幼稚園と保育園のいいと

ころをひとつにした「認定こども園」を普及させます。

３．子育て支援の量の拡充や質の向上

施設を増やすだけでなく、保育者の質の向上を図ります。また妊娠期からの切れ目のない子育て

支援サービスを充実させます。

４．保育の場を増やし、待機児童を減らす

少人数の子どもを預かる「地域型保育」を新たに創設するなど、保育の場を増やし待機児童を減ら

していくことで働きやすい社会をつくります。

５．財源は消費税から

新制度では、消費税引き上げによる増収分の一部などにより、子ども・子育ての支援を充実させる

ことになっています。

保護者の皆さんへ

１．保育園への入所要件が緩和されます

現在、主にフルタイム勤務が対象とされていますが、パートタイム勤務でも保育所に子どもを預け

ることができるようになるなど、保育所への入所要件が緩和されます。

＜子ども・子育て関連３法案＞

１．子ども・子育て支援法

２．認定こども園法の一部を改正する法律

３．子ども・子育て支援法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴う関連法案の整備に関

する法律
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２．入園手続きが変わります

現在、保育園は町へ、幼稚園は施設への申込みとなっていますが、保育の必要な状態かどうかを町

が認定（認定証の交付）してからの申込みとなります。

利用料金はこうなります

現在、保育園には保護者の所得に応じた保育料を、幼稚園には園が定めた保育料を支払いますが、

新制度では、どちらも保護者の所得に応じた保育料を支払うこととなります。ただし、新制度による

給付等を選択しない場合、幼稚園については園が定めた保育料となります。

対象施設と事業はこちらです

認定こども園 ０歳〜５歳

教育と保育を一体的に行う施設

幼稚園と保育園のいいところをひとつにした、教育・保育施設です。地域の子育て支援も行ってい

ます。新制度では、認可手続きの簡素化などによって幼稚園・保育園からの移行や新設が期待されま

す。

幼稚園 ３歳〜５歳

教育の基礎づくりとして幼児期の教育を行う学校

昼過ぎごろまでの教育時間のほか、園によって教育時間前後や園の休業中の教育活動（預かり保育）

など実施。保護者の就労状況などによる利用制限もありません。

保育園 ０歳〜５歳

就労などのため家庭で保育のできない保護者に代わって保育する施設

共働き世帯や保護者の妊娠など、家庭で保育できない保護者に代わり、夕方までの保育のほか、園

によって延長保育を実施しています。

地域型保育 ０歳〜２歳

小人数の単位で０歳〜２歳の子どもを預かる事業

①家庭的保育（保育ママ）⇒家庭的な雰囲気のもとで、少人数（定員５人以下）を対象にきめ細や

かな保育を行います。

②小規模保育⇒家庭的保育（保育ママ）に近い雰囲気のもとで、小人数（定員６〜19人）を対象に

きめ細やかな保育を行います。

③事業所内保育⇒会社の事業所内の保育施設などで、従業員の子どもと地域の子どもを一緒に保

育します。

④居宅訪問型保育⇒障がいなどで個別のケアが必要なときや、保育施設が無くなった地域などの

場合に、保護者の自宅で１対１の保育を行います。

地域の子育て支援の充実

地域の子育て支援も、利用しやすく変わります。

○一時預かり

○地域子育て支援拠点（親子の交流、子育て相談などの拠点）

○延長保育事業

○利用者支援（情報の提供や相談・援助など）

○放課後児童クラブ（職員や施設・設備についての新基準による質の向上など）
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利用手続きについて

平成27年４月に予定している「子ども・子育て支援新制度」の実施に伴い幼稚園・保育園の利用手

続きが変わります。幼稚園・保育園を利用するには、基山町の認定を受ける必要があり、認定は下記

のとおり３つの区分があります。

主な施設類型別の内容

新制度に移行する幼稚園利用の流れ

認定区分 対象となる子ども 利用できる施設

１号認定
(教育標準時間認定)※１

満３歳以上の小学校就学前の子どもで幼稚園等

での教育を希望する場合

幼稚園※２

認定こども園

２号認定
(満３歳以上・保育認定)

満３歳以上の小学校就学前の子どもで「保育の

必要な事由（保護者の就労や疾病等）」に該当し、

保育園等での保育を希望する場合

保育園、認定こども園

３号認定
(満３歳未満・保育認定)

満３歳未満の子どもで「保育の必要な事由（保

護者の就労や疾病等）」に該当し、保育園等での

保育を希望する場合

保育園、認定こども園、

地域型保育

新制度に移行する幼稚園 現行制度のまま継続する幼稚園

契 約 各幼稚園と直接契約 各幼稚園と直接契約

認定証 １号認定証（教育標準時間認定）が必要 必要なし

保育料
保護者の所得に応じた支払いが基本となりま
す。国が定める基準を上限として、今後、基山
町が定めます。

各幼稚園が設定した金額になります。

幼稚園就園費等
補助金

支給対象となりません。
支給対象となります。
※別途手続きが必要です。

※現行制度のまま継続する幼稚園の利用手続は今までどおりとなります。

※１教育標準時間：１日３〜４時間の幼児教育の時間
※２現在の幼稚園は、平成27年４月（予定）から「新制度に移行する幼稚園」と「現行制度のまま継続する
幼稚園」があり、今後、各幼稚園の判断でどちらかを選択することになります。

※基山町内の２つの幼稚園は、「現行のまま継続する幼稚園」の予定です。

【幼稚園】

幼稚園に直
接利用を申
込みます。

幼稚園から入園の内定
を受けます。（定員超
過の場合などは面接な
どの選考があります）

幼稚園を通じ
て利用のため
の認定申請を
します。

幼稚園を通じて
町から認定証が
交付されます。
（１号認定）

幼稚園

との契約
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新制度での保育園利用の流れ

新制度に関する基山町の取り組み

＜子ども・子育て支援事業計画の策定＞

新制度では、市町村が地域の保育需要をはじめとしたさまざまな子育て支援サービスのニーズを

把握し、「子ども・子育て支援事業計画」を策定することになっています。

本町でも、平成25年12月〜平成26年１月に子ども・子育て支援に係るアンケート調査を実施し、地

域の保育需要など実態を把握したうえで、現在事業計画策定の取り組みを進めています。

＜子ども・子育て会議の設置＞

子ども・子育て支援法に基づき、事業計画の実施状況や子ども・子育て支援施策の総合的かつ計画

的な推進に関し審議する機関として、平成25年９月25日に「基山町子ども・子育て会議条例」を施行

し、基山町子ども・子育て会議を設置しました。

会議は、保育や幼稚園関係者、学識経験者、学校関係者、住民代表などの委員で構成され、子ども・

子育て支援施策に関し、幅広い意見を反映していきます。

保 育 園

契 約 基山町と契約

認 定 証 ２号認定証（満３歳以上保育認定）・３号認定証（満３歳未満保育認定）が必要

保 育 料
保護者の所得に応じた支払いが基本となります。国が定める基準を上限として、今後、
基山町が定めます。

【保育園】

保育園の利用には、基山町が交付する「保育の必要性」（２号認定・３号認定）の認定証が必要になりま
す。

町に「保育の必要性」
の認定申請及び保育園
に利用希望を申込みま
す。

町から認定証が交
付されます。（２
号・３号認定）

利用希望の申込みをしま
す。申請者の希望、保育
園の状況などにより町が
利用調整します。

利用先の

決定後、契約

認定こども園（幼稚園部分） 認定こども園（保育所部分）

契 約 各認定こども園と直接契約 各認定こども園と直接契約

認 定 証 １号認定証（教育標準時間認定）が必要
２号認定証（満３歳以上保育認定）・３号
認定証（満３歳未満保育認定）が必要

保 育 料
保護者の所得に応じた支払いが基本となり
ます。国が定める基準を上限として、今後、
基山町が定めます。

保護者の所得に応じた支払いが基本とな
ります。国が定める基準を上限として、
今後、基山町が定めます。

※認定こども園を利用する場合、１号認定は「新制度に移行する幼稚園利用の流れ」、２・３号認定は「新
制度の保育園利用の流れ」にそれぞれ準じます。

【認定こども園】

現在、町内に認定こども園はありませんが、他市町村の認定こども園に通園する場合も、基山町の認定証
が必要です。

基山町子ども・子育て会議の会議内容につきましては、ホームページで随時お知らせしておりますのでご

覧ください。 ※問合せ先 こども課 子育て支援係 電話９２―７９６８
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平
成
27
年
度
新
入
学
児
就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
し
ま
す

平
成
27
年
度
に
小
学
校
に
入
学
す

る
児
童
の
健
康
診
断
を
︑
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
︒

◎
基
山
小
学
校
区

︵
１
・
２
・
３
・
４
・
５
・
７
・
８
・

９
・
10
・
11
区
︶

・
実
施
日

11
月
17
日
︵
月
︶

・
受
付
時
間

午
後
0
時
40
分
～
1
時
10
分

◎
若
基
小
学
校
区

︵
６
・
12
・
13
・
14
・
15
・
16
・
17

区
︶

・
実
施
日

11
月
７
日
︵
金
︶

・
受
付
時
間

午
後
１
時
～
１
時
30
分

▽
場
所

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象

来
年
度
就
学
予
定
の
幼
児

※
対
象
者
の
方
に
は
問
診
票
を
郵
送

し
て
い
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

学
校
教
育
係

電
話
９
２
︱
７
９
８
０

基
山
町
立
図
書
館
文
学
散
歩
参
加
者
募
集
！

秋
の
知
的
欲
求
を
満
た
そ
う
！

～
１
３
５
０
年
記
念
・
水
城
跡

散
策
と
万
葉
歌
碑
巡
り
～

▽
場
所

太
宰
府
市
︵
特
別
史
跡
水

城
跡
︑
太
宰
府
天
満
宮
︑
大
野
城

跡
︑
観
世
音
寺
︶︒
移
動
は
︑
福
祉

バ
ス
を
利
用
し
ま
す
︒

▽
日
時

10
月
29
日
︵
水
︶

午
前
８
時
30
分
町
民
会
館

玄
関
前
集
合

午
前
８
時
35
分
出
発

午
後
４
時
30
分
︵
帰
着
予
定
︶

▽
募
集
人
数

30
名
程
度

▽
参
加
費

５
０
０
円
︵
昼
食
は
各

自
負
担
︶

※
申
込
み
は
︑
16
日
か
ら
受
付
け
ま

す
︒

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

基
山
町
立
図
書
館

電
話
９
２
︱
０
２
８
９

臨
時
福
祉
給
付
金
巡
回
相
談
の
ご
案
内

４
月
か
ら
の
消
費
税
率
引
上
げ
に

よ
る
負
担
を
緩
和
す
る
た
め
︑
次
の

方
々
に
は
１
万
円
の
給
付
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
︒

○
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い

方
々
︵
課
税
者
の
扶
養
親
族
や
生

活
保
護
者
は
除
く
︶

こ
の
給
付
金
を
受
け
取
る
為
に
は

申
請
が
必
要
で
す
︒
対
象
と
思
わ
れ

る
方
に
は
申
請
書
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
が
︑
ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な

い
方
や
︑
対
象
と
な
る
か
確
認
さ
れ

た
い
方
は
︑
左
記
日
程
で
巡
回
相
談

を
行
い
ま
す
の
で
︑
お
近
く
の
公
民

館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
︒

▽
受
付
時
間

午
前
９
時
～
11
時
30

分
(ご
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
︶

※
問
合
せ
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

10月 11月

20日（月) １区公民館 ４日（火) 11区公民館

21日（火) ２区公民館 ５日（水) 16区公民館

22日（水) ３区公民館 ６日（木) 13区公民館

23日（木) ４区公民館 10日（月) 15区公民館

24日（金) ５区公民館 12日（水) 17区公民館

27日（月) ６区公民館 13日（木) 14区公民館

28日（火) ７区公民館 14日（金) 12区公民館

29日（水) ８区公民館

30日（木) ９区公民館

31日（金) 10区公民館

︿
有
料
広
告
﹀
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中
央
公
園
の
利
用
制
限
に
つ
い
て

町
立
図
書
館
建
設
に
伴
う
中
央
公

園
の
工
事
が
始
ま
り
ま
す
︒
こ
の
た

め
︑
公
園
内
一
部
が
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
︒
工
事
期
間
中
は
︑
バ
リ

ケ
ー
ド
や
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ン
で
囲

い
︑
立
入
禁
止
と
な
り
ま
す
︒
ご
利

用
の
皆
様
に
は
︑
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
︒

▽
工
事
の
期
間
︵
予
定
︶
と
時
間

・
11
月
中
旬
か
ら
平
成
27
年
12
月
21

日
ま
で

・
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

ま
で

▽
工
事
の
た
め
立
入
禁
止
と
な
る
区

域

左
記
図
面
の
一
部

▽
ご
注
意

・
期
間
は
現
在
の
予
定
で
す
︒
安
全

が
確
保
さ
れ
開
放
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
ら
︑
部
分
的
に
使
用

を
開
始
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

・
工
事
車
両
の
出
入
り
が
あ
り
ま
す

の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

・
工
事
中
の
間
︑
南
側
駐
車
場
は
閉

鎖
し
ま
す
︒
公
園
へ
は
︑
徒
歩
ま

た
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
お
越

し
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

都
市
整
備

係電
話
９
２
︱
７
９
６
３

秋
の
農
作
業
安
全
運
動
月
間
中
で
す

～
地
域
み
ん
な
で
目
指
そ
う
農
作
業

事
故
ゼ
ロ
！
～
危
険
予
測
で
安
全
確

保
10
月
31
日
ま
で
秋
の
農
作
業
安
全

運
動
月
間
で
す
︒
次
の
こ
と
を
特
に

注
意
し
て
農
作
業
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
︒

︻
農
業
機
械
の
作
業
で
特
に
注
意
す

べ
き
事
項
︼

▽
県
内
で
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
転
倒
︑

転
落
に
よ
る
死
亡
事
故
が
発
生
し

て
い
ま
す
︒
道
路
の
路
肩
や
︑
ほ

場
の
出
入
口
︑
傾
斜
地
で
の
ト
ラ

ク
タ
ー
等
の
転
倒
︑
転
落
に
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
︒︵
万
一
の
場

合
に
備
え
て
︑
安
全
キ
ャ
ブ
・
フ

レ
ー
ム
を
装
着
し
ま
し
ょ
う
︒︶

▽
ト
ラ
ク
タ
ー
等
で
道
路
を
走
行
す

る
時
に
は
︑
反
射
板
や
低
速
車

マ
ー
ク
を
取
り
つ
け
︑
後
方
か
ら

追
突
さ
れ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
︒

▽
作
業
を
始
め
る
前
に
は
︑
農
機
具

の
取
扱
説
明
書
の
確
認
や
︑
整
備

点
検
を
行
い
︑
安
全
な
運
転
操
作

に
努
め
ま
し
ょ
う
︒

▽
機
械
の
修
理
・
点
検
や
稲
わ
ら
等

を
除
去
す
る
時
な
ど
は
︑
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
︒

▽
機
械
に
衣
服
な
ど
が
捲
き
込
ま
れ

な
い
よ
う
︑
作
業
に
適
し
た
服
装

で
作
業
し
ま
し
ょ
う
︒

︻
農
業
機
械
以
外
の
作
業
で
特
に
注

意
す
べ
き
事
項
︼

▽
脚
立
や
は
し
ご
等
を
使
っ
て
作
業

す
る
場
合
は
︑
落
下
や
転
倒
を
し

な
い
よ
う
︑
足
場
に
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
︒

︻
農
業
機
械
︑
そ
の
他
作
業
に
共
通

し
て
注
意
す
べ
き
事
項
︼

▽
適
度
な
休
憩
を
と
り
︑
ゆ
と
り
を

も
っ
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
︒

※
問
合
せ
先

農
林
環
境
課

農
林
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
５

資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
利
用
に
つ
い
て

町
で
は
︑
特
定
の
資
源
物
を
回
収

す
る
た
め
に
︑
土
日
も
持
ち
込
み
が

で
き
る
資
源
物
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
設
置
し
て
お
り
ま
す
︒

し
か
し
︑
最
近
は
回
収
品
目
以
外

の
持
ち
込
み
を
さ
れ
る
方
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
︒
資
源
物
回
収
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
は
ご
み
置
き
場
で
は
あ
り
ま

せ
ん
︒
再
度
︑
回
収
品
目
を
確
認
し

て
︑
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で

き
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▽
設
置
場
所

①
基
山
町
役
場
西
側
テ
ン
ト
内

②
旧
社
会
福
祉
協
議
会
敷
地
内

▽
資
源
物
回
収
品
目

①
蛍
光
灯

②
食
用
油

③
乾
電
池

④
古
紙
︵
新
聞
紙
・
雑
誌
・
ダ
ン
ボ
ー

ル
・
牛
乳
パ
ッ
ク
︶

⑤
古
着

⑥

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
白
色
ト
レ
イ

※
右
記
以
外
は
回
収
対
象
外
で
す
の

で
︑
適
切
な
排
出
方
法
で
定
期
収

集
に
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
排
出
方
法
の
問
合
せ
先

農
林
環
境
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

基山小学校

県道平等寺筑紫野線 至小郡至小松

町道箱町・麦尾線

工事のため立入禁止となる区域工事のため立入禁止となる区域

遊具広場

工事中の間、北側入り口

（基山小学校側）は閉鎖します。

公園利用者出入り口

工事車両
出入り口
工事車両
出入り口

工事のため立入禁止となる区域
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県
道
17
号
久
留
米
基
山
筑
紫
野
線

の
城
戸
イ
ン
タ
ー
か
ら
丸
林
集
落
上

方
の
谷
沿
い
の
道
を
登
っ
て
い
く
と
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
の
中
に
、
石
造
の
鳥

居
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
左
脇
に

は
、
四
角
形
の
石
組
み
が
あ
り
、
そ

の
中
か
ら
水
が
流
れ
出
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
一
見
の
ど
か
で
何
気
な

い
よ
う
な
、
け
れ
ど
、
何
と
な
く
由

緒
あ
る
よ
う
な
不
思
議
な
雰
囲
気
が

醸
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
、
以
前
か
ら
基

肄
城
の
水
門
跡
と
呼
ば

れ
、
基

山
︵
き

ざ

ん
︶

登
山
の
際
の
主
要
な
玄

関
口
と
も
な
っ
て
い
ま

す
。
で
は
、
水
門
跡
と

は
ど
の
よ
う
な
遺
構
で

し
ょ
う
か
。

基
肄
城
は
、
基
山
︵
き

ざ
ん
︶
山
頂
か
ら
谷
を

包
み
込
む
よ
う
に
東
の

峰
ま
で
を
約
３
．

９
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
城
壁
で

囲
ま
れ
た
古
代
山
城
で
す
。
こ
の
城

壁
は
、
ほ
と
ん
ど
が
土
を
盛
っ
た
土

塁
で
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
谷
部

で
水
が
流
れ
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ

で
は
、
石
を
積
ん
で
石
塁
と
し
て
い

ま
す
。
水
門
跡
は
こ
の
石
塁
の
一
部

と
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

水
門
跡
は
、
基
肄
城
の
ほ
ぼ
中
央

の
北
か
ら
南
に
下
る
大
き
な
谷
部
に

あ
り
、
城
内
で
は
最
も
標
高
の
低
い

場
所
に
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
然

で
す
が
、
基
山
一
帯
に
雨
が
降
る
と

基
肄
城
内
で
は
、
中
央
の
谷
部
で
最

も
低
い
こ
こ
に
水
が
集
ま
り
ま
す
の

で
、
城
外
に
排
水
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
敵
が
攻
め
て
き
た

時
に
城
内
に
籠
っ
て
戦
う
場
合
に
は

生
活
水
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
も
し

か
し
た
ら
、
水
門
跡
は
排
水
だ
け
で

な
く
、
貯
水
の
た
め
の
調
節
機
能
も

持
っ
て
い
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

水
門
跡
の
あ
る
石
塁
は
千
年
以
上

も
残
っ
て
き
ま
し
た
が
、
既
に
崩
壊

し
た
部
分
や
す
ぐ
に
で
も
崩
れ
て
き

そ
う
な
危
険
な
状
況
も
あ
っ
た
た
め
、

平
成
22
年
よ
り
保
存
修
理
工
事
に
着

手
し
て
い
ま
す
。
工
事
は
、
ま
ず
対

象
範
囲
の
石
塁
の
石
材
一
石
ず
つ
を

測
量
し
な
が
ら
解
体
し
、
並
行
し
て

考
古
学
的
な
発
掘
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
基
肄
城
の
石
塁
が
ど
の

よ
う
な
技
術
で
積
み
上
げ
ら
れ
た
か
、

ま
た
何
が
原
因
で
崩
壊
し
た
か
な
ど

を
究
明
し
、
解
体
後
の
復
元
的
修
理

工
事
に
際
し
て
、
築
造
当
時
と
同
じ

技
術
で
積
み
上
げ
、
崩
壊
し
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
で
す
。
こ
の
よ
う
な

慎
重
な
作
業
の
中
で
新
た
に
３
つ
の

通
水
溝
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
基
肄
城
の
谷
水
を
城
外
へ
流
し

て
い
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
見
え
て

い
た
水
門
跡
の
水
口
だ
け
で
は
な

か
っ
た
可
能
性
が
で
て
き
ま
し
た
。

新
発
見
の
通
水
溝
は
、
そ
の
全
体
を

把
握
で
き
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
排
水
機
能
を
持
つ
と
考
え
ら
れ

る
も
の
で
、
同
じ
石
塁
の
中
に
４
つ

の
排
水
口
を
備
え
た
例
は
、
今
の
と

こ
ろ
韓
国
の
古
代
山
城
に
確
認
さ
れ

て
は
い
ま
す
が
、
日
本
に
は
例
が
あ

り
ま
せ
ん
。
日
本
書
紀
で
は
、
基
肄

城
築
城
に
は
兵
法
に
詳
し
い
百
済
の

高
官
が
派
遣
さ
れ
た
と
あ
り

ま
す
が
、
今
回
の
発
見
は
、
基

肄
城
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
や

韓
半
島
の
古
代
山
城
を
考
え

る
う
え
で
貴
重
な
も
の
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
・
文
化
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
③

新
た
に
発
見
さ
れ
た
通
水
溝

基肄城跡主要遺構配置図

新たに発見された３つの通水溝
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農
地
中
間
管
理
事
業
に
関
す
る

農
地
の
貸
借
希
望
の
受
付
開
始

こ
の
事
業
は
︑
佐
賀
県
農
業
公
社

︵
農
地
中
間
管
理
機
構
と
し
て
佐
賀

県
か
ら
指
定
︶
が
︑
農
用
地
等
の
出

し
手
か
ら
農
用
地
等
を
借
り
受
け
て
︑

経
営
規
模
の
拡
大
や
農
地
の
集
約
化

を
図
ろ
う
と
す
る
担
い
手
に
貸
し
付

け
︑
農
地
の
有
効
利
用
や
地
域
の
農

用
地
等
の
利
用
効
率
を
進
め
る
た
め

の
も
の
で
す
︒

農
地
の
借
入
希
望
を
農
業
公
社
が

年
２
回
行
い
︑
第
２
回
目
の
募
集
を
︑

11
月
１
日︵
土
︶か
ら
12
月
５
日︵
金
︶

ま
で
行
い
ま
す
︒
ま
た
︑
農
地
の
貸

付
希
望
を
さ
れ
る
方
の
受
付
も
行
い

ま
す
の
で
問
合
せ
先
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
︒

募
集
要
項
は
農
業
公
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

農
林
環
境
課

農
林
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
５

佐
賀
県
農
業
公
社

電
話
０
９
５
２
︱
２
６
︱
９
５
０
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
h
ttp
:/
/
s
a
g
a
-a
g
r
i.o
r
.jp
/

平
成
26
年
秋
期
農
作
業
標
準
賃
金
に
つ
い
て

平
成
26
年
分
給
与
所
得
の
年
末
調

整
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
︒

▽
対
象
者

基
山
町
内
の
源
泉
徴
収

義
務
者

▽
日
時

11
月
19
日
︵
水
︶
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

▽
場
所

鳥
栖
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

※
①
年
末
調
整
関
係
書
類
︵
案
内
状

同
封
︶
を
事
前
に
送
付
し
ま
す
の

で
︑
ご
出
席
の
場
合
は
必
ず
ご
持

参
く
だ
さ
い
︒

②
駐
車
場
の
駐
車
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
︑
で
き
る
だ
け
公

共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

鳥
栖
税
務
署

法
人
課
税
部
門

電
話
８
２
︱
３
５
６
３

▽
内
容

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
た
め
︑

家
庭
で
節
電
の
取
組
み
を
し
て
い
た

だ
く
世
帯
を
募
集
し
ま
す
︒

ご
希
望
の
方
は
︑
参
加
申
込
み
を

し
て
九
州
電
力
検
針
票︵
３
か
月
分
︶

を
送
っ
て
い
た
だ
く
と
︑
道
の
駅
︑

ス
ー
パ
ー
︑
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
九
州
の

取
扱
店
で
使
用
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
券

を
差
し
上
げ
ま
す
︒︵
佐
賀
県
内
は

２
７
８
店
舗
︶

▽
募
集
世
帯

５
︐
０
０
０
世
帯
︵
九
州
全
体
︶

※
応
募
者
多
数
の
場
合
︑
受
付
が
締

め
切
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

▽
締
切
日

11
月
30
日
︵
日
︶
ま
で

▽
取
扱
期
間

平
成
26
年
12
月
～
平
成
27
年
２
月

︵
こ
の
期
間
分
の
検
針
票
﹁
電
気
ご

使
用
量
の
お
し
ら
せ
﹂
を
提
出
し
て

い
た
だ
き
ま
す
︒︶

▽
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

３
か
月
分
の
検
針
票
提
出
者
全
員

に
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
差
上
げ
ま
す
︒

前
年
比
で
10
％
以
上
削
減
が
で
き

て
い
れ
ば
３
０
０
ポ
イ
ン
ト
︑
10
％

未
満
削
減
な
ら
ば
２
０
０
ポ
イ
ン
ト

加
算
と
な
り
ま
す
︒
ま
た
︑
削
減
者

の
中
か
ら
抽
選
で
特
産
品
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
ま
す
︒

▽
申
込
み
方
法

郵
便
︑
Ｆ
Ａ
Ｘ
︑
Ｅ
メ
ー
ル
︑
ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
む
こ
と
が

出
来
ま
す
︒

▽
申
込
み
先

九
州
版
炭
素
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
推

進
協
議
会
ポ
イ
ン
ト
運
営
管
理
事

務
局
︵
公
益
財
団
法
人

九
州
経
済

調
査
協
会
︶
蒲
池
︑
荒
木
︑
末
松

〒
８
１
０
︱
０
０
０
４

福
岡
市

中
央
区
渡
辺
通
２
︱
１
︱
82

電

気
ビ
ル
共
創
館
５
Ｆ

電
話
０
９
２
︱
７
２
１
︱
４
９
０
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
２
︱
７
２
１
︱
４
９
０
４

E
メ
ー
ル

in
fo
@
q
-
e
c
o
life
.c
o
m

U
R
L

h
ttp
:/
/
w
w
w
.q
-
e
c
o
life
.c
o
m

年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

︻
鳥
栖
税
務
署
︼

電
気
使
用
量
の
削
減
活
動

︵
節
電
︶
の
参
加
募
集

︻
九
州
エ
コ
ラ
イ
フ
ポ
イ
ン
ト
︼

作業名 内 容 金額(円) 備 考

稲コン
バイン刈

刈り取り
脱 穀

16,500 カッター付き

麦まき

平 坦 15,400 荒おこし、うねたて、
整地、種蒔き
(種麦、種消毒、肥料
代は含まず）

山 間
山 麓

17,000

耕 起

平 坦 9,200

荒おこしのみ
山 間
山 麓

10,200

平 坦 13,800

荒おこし、うねたて、
整地山 間

山 麓
15,400

もみ乾燥 乾燥のみ 1,400
生もみ60キロ当り
(もみすり代含まず）

※この金額は、標準賃金ですので、不整形田や狭い田など
作業上不便な田については、双方で調整してください。

（10ａ当り）
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◆ 公的機関が「個人情報を削除してあげる」などと電話をすることは絶対にありません！

◆ 最終的に金銭を騙し取る手口もみられます。相手にせずにすぐに電話を切ってください。

◆ 留守番電話設定やナンバーディスプレイ機能を利用しましょう。
一度電話に出ると切りにくくなります。かかってきた電話に出る前に、
これらの機能を利用して、相手を確認してから応答する対策が有効です！

◆ 家族など身近な人や消費生活センター等に相談しましょう。
お金を支払ってしまうと取り戻すことは大変困難です。
不安や疑問を感じたときは、お金を支払う前に相談することが重要です。

【相談事例１】
県庁の課を名乗り「製薬会社・医療器具会社・⼤⼿ショッピングモール運営業者の３社に
あなたの個⼈情報が漏れています。削除するには、代わりに他の⼈の情報を出してもらう
必要があります。」と電話があった。知⼈の情報は出せないと伝えると、ネットワーク事業者を紹介さ
れ、「そこで書類を作り提出しないといけない。また、医療器具会社に電話をするように」と⾔われた。
「個⼈情報を消すために、お客様番号を書かなくてはいけません。そこに電話をすると、東北にあなた
の名前で⾞椅⼦を送ります。あなたにお⾦を振り込みます。」と⾔われ、なにか変だと思い相談した。

消費生活センターや県庁などの公的機関を名乗り、「あなたの個人情報が漏れています。個人情報を削

除することができるので、削除しませんか。」などと話を持ちかける、不審な電話にご注意ください！中

には、複数の業者が入れ替わり登場して、言葉巧みに消費者を引きこむ“劇場型勧誘”もみられ、全国

では最終的に金銭を騙し取られる被害も発生しています。

こんな相談が寄せられています

消費生活センターからのアドバイス

緊 急 ト ラ ブ ル 情 報

【相談事例2】
国の機関から「あなたの個⼈情報が３社に登録されている。３社のうち１社は削除できない。」という電
話があった。３社は、⼤⼿通信会社２社と震災復興寄附１件であるという。寄附については、募⾦に応
じたことがあるため話を聞いてしまった。「寄附の個⼈情報はボランティア団体を通したら削除できる。
詐欺に遭わないように個⼈情報は削除した⽅がいい。」と⾔われた。夫からは、国の機関が⼟曜⽇に電話
をしてくるのはおかしいと⾔われたが、個⼈情報が削除されないままなのは不安だ。

※来所による相談は予約制です。12/29～1/3 はお休みです。

「おかしいな」と思ったら、
消費⽣活センターにご相談ください！

相談時間：午前９時～午後５時（土・日・祝日も受付）

※アバンセの休館日は電話相談のみ受け付けます。
だまされないちゃん

佐賀県消費生活センター

０９５２－２４－０９９９
佐賀市天神３-２-１１（アバンセ３階くらしの安全安心課内）

（相談は無料です）

きやま 12
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本
町
で
は
︑
施
設
使
用
料
や
手
数

料
の
見
直
し
の
基
本
方
針
を
昨
年
策

定
し
︑
そ
れ
に
沿
い
見
直
し
︵
案
︶

の
算
定
を
行
っ
て
お
り
ま
す
︒
今
回
︑

使
用
料
や
手
数
料
を
負
担
い
た
だ
い

て
い
る
町
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
意
見

を
い
た
だ
く
た
め
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
︵
意
見
募
集
︶
を
行
い
ま
す
︒

▽
募
集
期
間

10
月
29
日
︵
水
︶
～

11
月
17
日
︵
月
︶

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
︑
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
個
人
︑
町

内
の
学
校
に
在
学
す
る
個
人
及
び
町

内
で
活
動
す
る
事
業
者
そ
の
他
団
体

▽
提
出
方
法

見
直
し
︵
案
︶
及
び
提
出
様
式
は
︑

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
い
た
だ
く
か
︑
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
に
備
え
付
け
て
お
り
ま
す
︒

郵
送
︑
Ｆ
Ａ
Ｘ
︑
Ｅ
メ
ー
ル
又
は
持

参
で
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
︒

▽
注
意
事
項

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
︑

個
別
の
回
答
や
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
︒

※
問
合
せ
・
提
出
先

財
政
課

電
話
９
２
︱
７
９
１
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
０
８
４

Ｅ
メ
ー
ル
z
a
is
e
i@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

デ
ジ
カ
メ
写
真
の
取
り
込
み
・
編

集
・
印
刷
を
マ
ス
タ
ー
し
よ
う
！

▽
日
時

11
月
11
日
︵
火
︶・
14
日

︵
金
︶・
18
日
︵
火
︶︵
３
日
間
６
時

間
講
座
︶

・
午
前
の
コ
ー
ス

午
前
10
時
～
12

時
・
午
後
の
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

▽
場
所

基
山
町
民
会
館
視
聴
覚
室

▽
内
容

デ
ジ
カ
メ
写
真
を
パ
ソ
コ

ン
に
取
り
込
む
方
法
︑
自
分
好
み

の
写
真
に
編
集
︵
修
整
・
ト
リ
ミ

ン
グ
・
合
成
・
パ
ノ
ラ
マ
・
オ
ー

ト
コ
ラ
ー
ジ
ュ
︶
す
る
方
法
及
び

印
刷
方
法
を
勉
強
し
ま
す
︒

▽
募
集
人
数

午
前
・
午
後
の
各

コ
ー
ス
20
名

▽
受
講
料

無
料
︒
た
だ
し
︑
資
料

代
５
０
０
円
を
初
日
に
頂
き
ま
す
︒

▽
教
材

パ
ソ
コ
ン
︵
ビ
ス
タ
︶
及

び
テ
キ
ス
ト
は
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基

山
で
準
備
し
ま
す
︒

▽
持
参
品

当
日
は
画
像
の
入
っ
た

デ
ジ
カ
メ
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
︒

︵
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
を
使
い
ま
す
︒︶

▽
申
込
み

｢氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
午
前
か
午
後
の
希
望
コ
ー
ス
﹂

を
添
え
て
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
話
で
澤

田
ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
︒
尚
︑

先
着
順
で
定
員
に
な
り
次
第
締
切

ら
せ
て
頂
き
ま
す
︒

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山
︵
澤
田
︶

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
１
８
１
６

後
援

基
山
町

お
う
ち
の
照
明
や
テ
レ
ビ
を
消
し

て
集
ま
り
︑
町
民
手
作
り
の
１
︐
５

０
０
個
の
キ
ャ
ン
ド
ル
で
︑
基
山
の

夜
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

町
内
外
の
お
友
達
や
ご
家
族
と
︑

も
ち
ろ
ん
お
一
人
で
も
︑
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
︒

※
キ
ャ
ン
ド
ル
並
べ
・
点
灯
・
片
付

け
の
当
日
サ
ポ
ー
タ
ー
も
募
集
！

︵
サ
ポ
ー
タ
ー
は
午
後
２
時
現
地
集

合
︒
お
茶
と
お
に
ぎ
り
を
ご
用
意

し
ま
す
の
で
︑
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
︶

▽
日
時

10
月
18
日
︵
土
︶

午
後
５
時
～
８
時

雨
天
決
行

▽
場
所

基
山
町
総
合
体
育
館
前
広
場

※
雨
天
時
は
基
山
町
庁
舎
前
・
町
民

会
館
小
ホ
ー
ル
に
変
更

☆
第
一
部

点
灯
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

ス
テ
ー
ジ

午
後
５
時

キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
︑

基
山
の
こ
こ
が
好
き
！
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ

午
後
５
時
20
分

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

演
奏﹁
Ｋ
Ｃ
Ｂ
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
ズ
﹂

午
後
５
時
50
分

打
楽
器
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
︵
天
野
ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
︶

☆
第
二
部

大
人
の
夜
カ
フ
ェ

(※
飲
食
持
ち
込
み
歓
迎

※
お

酒
・
ソ
フ
ト
ド
リ
ン
ク
等
販
売
も

あ
り
︶

午
後
７
時

語
り
部
ツ
ヨ
シ
の
基

山
弁
講
座

午
後
７
時
20
分

陽
原
あ
か
ね
弾

き
語
り
ラ
イ
ブ

午
後
７
時
50
分

み
ん
な
で
歌
お

う
♪

主
催

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
き

や
ま
実
行
委
員
会

協
力

基
山
町
・
基
山
幼
稚
園
・

基
山
保
育
園
・
見
真
幼
稚
園
・
こ

ろ
こ
ろ
保
育
園
・
た
ん
ぽ
ぽ
保
育

園
・
ち
び
は
る
保
育
園
・
倉
野
習

字
教
室
・
日
本
習
字
築
水
教
室
・

丸
久
絵
手
紙
教
室

※
問
合
せ
先

電
話
０
９
０
︱
２
５
８
４
︱
５
１
５
７
︵
ワ
シ
オ
︶

電
話
０
９
０
︱
１
１
９
３
︱
３
７
１
７
︵
ハ
ヤ
シ
︶

パ
ソ
コ
ン
講
座
開
催
の
ご
案
内

︻
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
基
山
︼

キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
き
や
ま
２
０
１
４

︻
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
in
き
や
ま
実
行
委
員
会
︼

基
山
町
使
用
料
手
数
料
の
見
直
し
結
果
に
関
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
(
意
見
募
集
)
に
つ
い
て

次世代型「生ごみ処理機、サム君」誕生！

生ごみ処理機なのにペットのフンも分解できるって本当？ペットの

フン、トイレに流していませんか？可燃ゴミと一緒に捨ててません

か？そんな方にサム君貸し出します。今すぐお電話ください。

ネクストマーケティング 天野 健志

三養基郡基山町宮浦 958-4

0942-92-1051/070-5698-1051

お試ししていただいた方限定で「においを

食べる水（消臭剤）」無料プレゼント！
募集！無料お試し、先着２３名様！

︿
有
料
広
告
﹀
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９月４日（木）から６日（土）にかけて、通学合宿を実施しました。

この通学合宿は、参加した子どもたちが老人憩の家で泊まり込みによる共同生活をしながら学校へ

通い、仲間と助け合い、地域と交流することで、自主性や協調性を育むことを目的とした取り組みです。

町教育委員会と青少年育成町民会議の主催で毎年開催しています。今年は、基山小と若基小の４・５・

６年生の20名が参加しました。

合宿中の食事は子どもたちが作ります。はじめは戸

惑っていた子どもたちも、食生活改善推進協議会の

方々の指導で少しずつコツをつかみ、調理を楽しんで

いました。最終日はキャンプ場へ移動し、ＮＰＯ団体

「かいろう基山」の方々の指導でマイ箸作りや竹筒での

炊飯を行いました。旬の魚サンマとご飯をみんなで味

わい、楽しい昼食となりました。

合宿中は、町民会議のスタッフのほか、食生活改善

推進協議会、民生委員・児童委員協議会、かいろう基山

の方々など、様々な方に協力いただきました。活動を

通じ、子どもたちは、地域の多くの方々に見守られて

いることを感じ、感謝の気持ちをいろんな場面で表す

ようになりました。今回の通学合宿で得たことを、こ

れからも大事にしていってほしいと思います。

「通学合宿」を実施しました〜泊まり込みでの共同生活と助け合い〜

８月16日（土）〜18日（月）に熊本県阿蘇市で第16回大阿

蘇旗学童大会が開催されました。大会には山口県から沖縄

県までの64チームの少年野球チームの参加がありました。

基山ファイターズは１回戦で熊本県のチームに16対０で

勝ち、佐賀県からは唯一準決勝へ進出しました。準決勝で

は沖縄県の強豪仲順ドラゴンズに惜しくも敗れましたが、

見事３位に輝きました。

｢第16回大阿蘇旗学童大会」で基山ファイターズ３位
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肉
味
噌
の
生
春
巻
き

材
料

４
人
分

合
び
き
肉
80
ｇ
︑

小
松
菜
25
ｇ
︑
カ

シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
10

ｇ
︑
サ
ラ
ダ
油
小

さ
じ
２
／
３
︑
に

ん
に
く
４
ｇ
︑
し
ょ

う
が
４
ｇ
︑
Ａ
︵
砂

糖
小
さ
じ
１
と
１
／
３
︑
味
噌
大
さ
じ
１
弱
︑

酒
大
さ
じ
２
／
３
︑
豆
板
醤
小
さ
じ
１
／

３
︶︑
牛
乳
50
㎖
︑
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
４
枚
︑

サ
ニ
ー
レ
タ
ス
25
ｇ
︑
き
ゅ
う
り
50
ｇ
︑
に

ん
じ
ん
25
ｇ
︑
根
深
ね
ぎ
５
ｇ

作
り
方

①
小
松
菜
は
茎
は
１
㎝
︑
葉
は
２
㎝
角
に

切
る
︒
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
は
粗
く
刻
む
︒

に
ん
に
く
︑
し
ょ
う
が
は
み
じ
ん
切
り

に
す
る
︒
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
は
巻
き
や
す

い
大
き
さ
に
ち
ぎ
る
︒
き
ゅ
う
り
︑
に

ん
じ
ん
は
５
㎝
長
さ
の
細
め
の
千
切
り

に
す
る
︒
根
深
ね
ぎ
は
千
切
り
に
す
る
︒

②
熱
し
た
フ
ラ
イ
パ
ン
に
サ
ラ
ダ
油
を
入

れ
︑
に
ん
に
く
︑
し
ょ
う
が
を
炒
め
て
香

り
を
出
す
︒

③
②
に
合
び
き
肉
を
加
え
︑
炒
め
る
︒
肉

に
火
が
通
っ
た
ら
︑
カ
シ
ュ
ー
ナ
ッ
ツ
︑

小
松
菜
を
加
え
︑
さ
ら
に
炒
め
る
︒
Ａ

の
調
味
料
と
牛
乳
を
加
え
︑
炒
め
る
︒

④
大
き
め
の
ボ
ウ
ル
に
水
を
入
れ
て
ラ
イ

ス
ペ
ー
パ
ー
を
く
ぐ
ら
せ
る
︒

⑤
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
に
サ
ニ
ー
レ
タ
ス
︑

肉
味
噌
︑
き
ゅ
う
り
︑
に
ん
じ
ん
︑
根
深

ね
ぎ
の
順
に
並
べ
る
︒
両
側
を
折
り
た

た
み
︑
く
る
く
る
と
巻
く
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
111
㎉
︑
た
ん
ぱ
く
質
5.5
ｇ
︑

脂
質
5.7
ｇ
︑
塩
分
0.8
ｇ

ビ
タ
ミ
ン
サ
ラ
ダ

材
料

４
人
分

じ
ゃ
が
い
も
70
ｇ
︑
オ
ク
ラ
30
ｇ
︑
グ
リ
ー

ン
ア
ス
パ
ラ
30
ｇ
︑
ト
マ
ト
70
ｇ
︑
Ａ
︵
カ
ッ

テ
ー
ジ
チ
ー
ズ
50
ｇ
︑
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
大
さ

じ
２
︶

作
り
方

①
じ
ゃ
が
い
も
は
皮
を
む
き
︑
一
口
サ
イ

ズ
に
切
る
︒
オ
ク
ラ
は
下
ゆ
で
し
︑
な

な
め
半
分
に
切
る
︒
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ

ラ
は
ピ
ー
ラ
ー
で
皮
を
む
き
︑
な
な
め

３
㎝
幅
に
切
る
︒
ト
マ
ト
は
食
べ
や
す

い
大
き
さ
に
切
る
︒

②
ト
マ
ト
以
外
の
野
菜
は
茹
で
る
︒

③
野
菜
と
Ａ
を
和
え
て
︑
皿
に
盛
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
77
㎉
︑
た
ん
ぱ
く
質
1.6
ｇ
︑

脂
質
4.6
ｇ
︑
塩
分
0.2
ｇ

基
山
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
で
は
︑

町
の
委
託
を
受
け
９
月
か
ら
調
理
講
習
会

を
行
っ
て
い
ま
す
︒

内
容
は
﹁
牛
乳
・
乳
製
品
﹂
を
使
っ
た
カ

ル
シ
ウ
ム
豊
富
な
調
理
実
習
と
試
食
で
す
︒

カ
ル
シ
ウ
ム
は
骨
粗
鬆
症
予
防
を
は
じ

め
︑
色
々
な
疾
病
の
予
防
に
欠
か
せ
な
い

栄
養
で
︑
毎
日
の
食
事
で
上
手
に
摂
り
た

い
も
の
で
す
︒

た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
︒

他
の
献
立

枝
豆
ご
は
ん
︑
具
だ
く
さ
ん
ミ
ル
ク
豚
汁
︑

フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
ト

※
問
合
せ
︑
献
立
レ
シ
ピ
は

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

今
月
の
料
理

牛
乳
・
乳
製
品
料
理
普
及
講

習
会
よ
り

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
基
山
町
育
英
資
金
貸
付
基
金
へ

︻
一
般
寄
附
︼

基
山
町
ゴ
ル
フ
協
会

８
０
︐
０
０
０
円

▼
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
香
典
返
し
︼

▽
宮
﨑

定
美

八
辺
︵
亡

み
な
子
︶

▽
佐
田

春
子

南
高
島
８
丁
目
︵
亡

篤
︶

▽
中
村

隆
弘

古
寺
︵
亡

幸
枝
︶

▽
佐
藤

隆
章

金
丸
︵
亡

マ
ツ
エ
︶

▽
成
冨

君
枝

文
教
通
３
丁
目
︵
亡

強
次
︶

▽
天
本

裕
一

白
坂
上
︵
亡



子
︶

▽
飛
松

秀
幸

小
松
西
︵
亡

徳
己
︶

▽
佐
藤

隆
章

金
丸
︵
亡

明
美
︶

(敬
称
略
)

９月15日（月・祝）に鳥栖市民体育館で第41回全日本空手道連盟和道会佐賀県大会が開催されました。

小学２年組手の部で村山昂汰君（基山小・写真中央）が見事優勝し、小学３年組手の部で原颯佑君

（基山小・写真右）が３位、小学６年組手の部で東郷天暁君（若基小・写真左）が敢闘賞となりました。

空手大会で村山昂汰君優勝、原颯佑君３位、東郷天暁君敢闘賞

交
際
費
執
行
状
況

基
山
町
町
長
交
際
費
の
公
表
に
関

す
る
要
綱
に
基
づ
き
︑
町
長
交
際
費

の
平
成
26
年
度
８
月
︑
９
月
分
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
︒

支出

種別
支出年月日

支出金額

(単位：円）
支出の相手方及び行事名等

行事等の

開催日

賛 助
平成26年

８月11日
5,000

西海製薬・佐賀製薬合同町内

カーブミラー清掃及び空き缶拾い
８月21日

８、９月分合計 １件 5,000円

平成26年度累計 ８件 46,294円

※ ９月分の支出はありません。
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久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

︻
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
︼

※
受
講
場
所
は
久
留
米
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
︒

※
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
︵
〒
８
３
９
︱
０
８
０
９

久
留
米
市
東
合
川
５
︱
９
︱
10
︶

電
話
０
９
４
２
︱
４
４
︱
５
２
０

新刊ピックアップ！新刊ピックアップ！
｢銀翼のイカロス」
池井戸 潤／著 ダイヤモンド社刊

頭取命令で経営再建中の帝国航空を任
された半沢は、500億円もの債権放棄を
求める再生タスクフォースと激突する。
政治家との対立、立ちはだかる宿敵、行
内の派閥争い――プライドを賭け戦う半
沢に勝ち目はあるのか？

｢天の梯」高田 郁／著 角川春樹事務所刊

『食は、人の天なり』――医師・源斉の

言葉に触れ、料理人として自らの行く末

に決意を固めた澪。どのような料理人を

目指し、どんな料理を作り続けることを

願うのか。「みをつくし料理帖」シリーズ、

堂々の完結。

｢じいちゃんの青春」

秋月 枝利子

｢ハーバード、オックスフォー

ド…世界のトップスクールが

実践する考える力の磨き方」

福原 正大

｢がん患者３万人と向きあっ

た医師が語る正直ながんのは

なし」 西尾 正道

｢人生を棒に振るスマホ・ネッ

トトラブル」 久保田 裕

｢いじめない力、いじめら

れない力」 品川 裕香

｢なぜ、一流の人は『疲れ』

を翌日に持ち越さないの

か」 裴 英洙

｢魔法科高校の劣等生 13」

佐島 勤

｢台風のサバイバル」

洪 在徹

基
山
町
役
場

企
画
政
策
課
／
〒
841-0204

佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町

大
字
宮
浦
666番

地
☎
(0942)92-2011

基
山
町
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

図書館だより
http://www.kiyama-lib.jp/

や
っ
た
ね
！
歯
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん

～
保
健
セ
ン
タ
ー
～

９
月
の
３
歳
児
健
診
で
︑
む
し
歯
が
無
か
っ
た
子
ど
も
達
を
10
月
15
日
号
と

11
月
15
日
号
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
︒

(50
音
順
)

10月29日（水）に文学散歩を行い

ます。詳しくは広報８ページをご

覧ください。

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？

11月２日（日）午前９時30分より

児童室にて

｢わにわにのおふろ」

小風 さち／文

｢ゆーきーこんこん」

長野 ヒデ子／作

開館時間 午前９時∼午後５時

休館日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはHPまたはお電話で。

電話９２−０２８９

一
いち

丸
まる

政
まさ

幸
ゆき

くん 弘
ひろ

中
なか

優
ゆう

和
と

くん内
うち

山
やま

侑
ゆ

衣
い

ちゃん

古
こ

賀
が

路
みち

崇
たか

くん酒
さか

井
い

飛
ひゅう

河
が

くん 片
かた

山
やま

椿
つばき

ちゃん

竹
たけ

内
うち

千
ち

尋
ひろ

ちゃん


